
平
成
二
十
年
四
月
三
十
日
受
領

答

弁

第

三

一

四

号

内
閣
衆
質
一
六
九
第
三
一
四
号

平
成
二
十
年
四
月
三
十
日

内
閣
総
理
大
臣

福

田

康

夫

衆

議

院

議

長

河

野

洋

平

殿

衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
物
価
高
騰
を
「
し
ょ
う
が
な
い
」
と
し
た
内
閣
総
理
大
臣
の
発
言
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、

別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
物
価
高
騰
を
「
し
ょ
う
が
な
い
」
と
し
た
内
閣
総
理
大
臣
の
発
言
に
関
す
る
質
問
に
対

す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

平
成
二
十
年
三
月
の
消
費
者
物
価
指
数
の
総
合
指
数
は
、
平
成
十
七
年
を
一
〇
〇
と
し
て
一
〇
一
・
〇
で
あ
り
、
平
成
十

九
年
三
月
の
九
九
・
八
に
比
べ
、
一
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
上
昇
と
な
っ
て
い
る
。

二
に
つ
い
て

原
油
価
格
や
穀
物
等
の
原
料
価
格
の
高
騰
な
ど
生
活
関
連
物
資
等
の
価
格
動
向
に
影
響
を
与
え
る
事
態
が
続
い
て
い
る
こ

と
か
ら
、
平
成
十
九
年
十
二
月
に
、
原
油
高
騰
・
下
請
中
小
企
業
に
関
す
る
緊
急
対
策
関
係
閣
僚
会
議
に
お
い
て
、
「
原
油

価
格
の
高
騰
に
伴
う
中
小
企
業
、
各
業
種
、
国
民
生
活
等
へ
の
緊
急
対
策
の
強
化
に
つ
い
て
（
基
本
方
針
）
」
及
び
「
原
油

価
格
の
高
騰
に
伴
う
中
小
企
業
、
各
業
種
、
国
民
生
活
等
へ
の
緊
急
対
策
の
具
体
化
に
つ
い
て
」
を
取
り
ま
と
め
、
着
実
に

実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
年
十
二
月
に
、
関
係
府
省
で
構
成
さ
れ
る
物
価
担
当
官
会
議
を
開
催
し
、
生
活
関
連
物
資
等

の
価
格
及
び
供
給
に
与
え
る
影
響
を
最
小
限
に
し
、
国
民
生
活
の
安
定
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
当
面
の
物
価
対
策
と
し
て
、

「
便
乗
値
上
げ
を
防
止
す
る
観
点
か
ら
も
、
価
格
動
向
の
調
査
、
監
視
を
行
う
」
、
「
需
給
や
価
格
に
つ
い
て
、
国
民
へ
の

一



迅
速
か
つ
的
確
な
情
報
提
供
に
努
め
る
」
旨
の
申
合
せ
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
に
沿
っ
て
、
関
係
府
省
が
連
携
し
て
施
策
を

実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
人
口
が
減
少
す
る
中
で
持
続
的
な
経
済
成
長
を
確
保
し
、
「
希
望
と
安
心
」
の
国
の
実
現
を
目
指
す
べ
く
革
新
的

技
術
創
造
戦
略
、
グ
ロ
ー
バ
ル
戦
略
、
全
員
参
加
の
経
済
戦
略
の
三
つ
の
柱
か
ら
な
る
「
経
済
成
長
戦
略
」
の
具
体
化
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
世
界
的
な
経
済
構
造
の
変
動
等
を
要
因
と
す
る
原
油
・
素
材
価
格
の
高
騰
等
の
現
下
の
経
済

状
況
や
リ
ス
ク
の
高
ま
り
に
か
ん
が
み
、
「
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
迅
速
に
手
を
打
っ
て
い
く
」
こ
と
と
し
、
平
成
二

十
年
四
月
四
日
に
、
経
済
対
策
閣
僚
会
議
に
お
い
て
、
中
小
企
業
の
体
質
強
化
、
各
産
業
の
体
質
強
化
、
雇
用
の
改
善
、
地

域
活
性
化
、
安
全
・
安
心
の
確
保
及
び
低
炭
素
社
会
へ
の
転
換
を
柱
と
す
る
「
成
長
力
強
化
へ
の
早
期
実
施
策
」
を
取
り
ま

と
め
た
。

三
か
ら
五
ま
で
に
つ
い
て

福
田
内
閣
総
理
大
臣
は
、
平
成
二
十
年
四
月
十
二
日
、
内
閣
総
理
大
臣
主
催
の
「
桜
を
見
る
会
」
に
お
け
る
挨
拶
の
中
で
、

御
指
摘
の
旨
の
発
言
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
原
油
価
格
や
穀
物
な
ど
一
次
産
品
の
価
格
が
世
界
的
に
上
昇
し
て
い
る

状
況
は
、
資
源
不
足
、
人
口
増
加
、
途
上
国
の
発
展
な
ど
か
ら
生
じ
る
構
造
的
な
問
題
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
の
が
一
致

二



し
た
見
方
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
そ
う
い
う
状
況
に
お
い
て
は
、
我
が
国
が
構
造
改
革
を
進
め
、
二
に
つ
い
て
で
述
べ
た

よ
う
な
種
々
の
対
応
策
を
政
府
と
し
て
講
じ
つ
つ
「
工
夫
し
て
切
り
抜
け
て
い
く
」
と
い
う
こ
と
が
重
要
で
あ
っ
て
、
そ
の

た
め
の
取
組
を
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

三


